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PlanAhead ソフトウェア 12 の新機能 
このマニュアルでは PlanAheadTM ソフトウェア 12.1 に含まれる新機能の概要について説明します。 

このマニュアルは ISE® Design Suite 12 をご使用の方を対象としていますが、前のバージョンを使用する場合で

も、PlanAhead 12 にアップグレードする利点があります。 ISE 10.1 およびそれ以降のバージョンは、制限付きで

サポートされます。たとえば、CORE Generator ツールとの連動といった特定機能は、ISE 12 と一緒にインストー

ルした場合にのみサポートされます。 

ISE Design Suite 12 の PlanAhead ソフトウェアでは、グラフィック ユーザー インターフェイスやプロジェクト フロー

をかなり改善しているので、ロジック設計のデザイン フローがさらにわかりやすくなっています。PlanAhead ソフト

ウェアのフロー機能はより拡張されています。ISE 12.1 で新しく加わった PlanAhead の機能の中には、オプショ

ンの機能もあり、Project Navigator のデザイン入力やプロジェクト管理などの同等の機能とは異なっています。 

PlanAhead 12.1 で新しく追加された機能は、RTL 開発と解析機能、および CORE Generator ツールとの連動で

す。今後のリリースでも、ザイリンクスは PlanAhead を使用したわかりやすいデザイン環境を提供し、現在提供さ

れている主な機能をさらに拡張していく予定です。この主な機能とは、次のとおりです。   

• I/O ピン割り当て 
• デザイン解析およびテスト 
• フロアプランおよび物理制約 
• パーシャル リコンフィギュレーション 
• パーティションを使用したデザイン保持 
• ChipScope コアの挿入 

詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) を参照するか、ザイリンクス テクニカル サポートまでご連絡くだ

さい。連絡先については、http://japan.xilinx.com/support/ を参照してください。  

リファレンス 

このマニュアルでは、次の文書を参照しています。 

『ISE Design Suite 12 : インストール、ライセンス、リリース ノート』  

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/irn.pdf 

『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) 

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/PlanAhead_User_Guide.pdf 

『フロアプラン手法ガイド』 (UG633)  

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/Floorplanning_Methodology_Guide.pdf  

『階層デザイン手法ガイド』 (UG633) 

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/Hierarchical_Design_Methodology_Guide.pdf 

ユーザー ライセンス 

http://japan.xilinx.com/getproduct 

『パーシャル リコンフィギュレーション ユーザー ガイド』 

http://japan.xilinx.com/tools/partial-reconfiguration  
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PlanAhead チュートリアル 

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/planahead12-1_tutorials.htm  

デバイス サポート 

PlanAhead 12 では、Virtex®-6 および Spartan®-6 デバイス ファミリのほか、Virtex-4、Virtex-5、および Spartan-3 
FPGA がサポートされます。 CPLD デバイスはサポートされません。 

Virtex、Virtex-II、Virtex-II Pro および Spartan-2 デバイス ファミリは、ISE 11.1 からサポートされなくなっていま

す。これらのデバイスを使用する場合は、ISE 10.1 およびそれ以前のバージョンをご使用ください。 

新規デバイスがリリースされると、PlanAhead で使用可能になります。XilinxNotify  の機能を使用し、PlanAhead 
を最新の状態に保つことをお勧めします。アップデート リリースは、12.2 や 12.3 のように、リリース番号の一番最

後の数字で識別できます。 

PlanAhead では CPLD を除き、ISE Design Suite と同じデバイスおよびスピード ファイルがサポートされます。サ

ポートされるデバイスにつては、『ISE Design Suite 12 : インストール、ライセンス、リリース ノート』を参照してくだ

さい。 

インストールとライセンス取得 

ISE 11.1 リリースから、FLEXnet ライセンスが使用されるようになりました。ソフトウェアのインストール方法、ライセ

ンスの取得方法、ライセンス マネージャの設定方法については、『ISE Design Suite 12 : インストール、ライセン

ス、リリース ノート』を参照してください。  

複数バージョンの ISE インストール (Windows OS) 

ISE Design Suite のインストーラは、複数バージョンの ISE ソフトウェアをインストールしやすいように変更されて

います。変更点は、次のとおりです。  

インストール時の環境変数 

ISE Design Suite 12 のインストーラは、インストール中に Windows でグローバル環境変数を設定しなくなってい

ます。これは、同じマシンに複数バージョンの ISE ソフトウェアをインストールできるようにするためです。この結

果、ISE Design Suite の各アプリケーションには、$XILINX、$PATH、$LD_LIBRARY_PATH のような必要な環

境変数を設定するバッチ モード ラッパが含まれます。  

PlanAhead の場合、このファイルは <installation_dir>\planAhead\bin\planAhead.bat です。このために、ユーザ

ーが何かを設定する必要はありませんが、ISE Design Suite ツールを起動する外部スクリプトを使用している場

合や、これらの環境変数へのリファレンスがある場合は、インストーラで設定されないのでご注意ください。

PlanAhead から提供される XIL_PA_NO_XILINX_OVERRIDE 環境変数 が 1 に設定されると、これらの変数へ

の外部設定ポインタが上書きされなくなり、11.1 およびそれ以前のリリースの動作にツールを変更できます。詳

細は、『ISE Design Suite 12 : インストール、ライセンス、リリース ノート』を参照してください。 

デスクトップ ショートカット 

12.1 リリースのインストーラでは、次の 2 つのデスクトップ ショートカットがインストールされま

す。 

• Project Navigator 

• PlanAhead 
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これによりショートカットの数は削減され、複数バージョンが同じマシンで使用しやすくなっています。 

プロジェクト ファイルの関連付け 

PlanAhead では、これまで通り、Windows プラットフォームでのインストール時に設定されたプロジェクト ファイル

の関連付けがサポートされます。プロジェクト ファイルの PlanAhead ファイルの拡張子は .ppr で、Windows 
Explore のようなファイル ブラウザからダブルクリックすると PlanAhead が起動されます。  

インストールされる画像容量 

ISE Design Suite 12.1 リリースでは、インストールされる画像の容量がこれまでより削減されています。 

アップデート 

PlanAhead のアップデート リリースは、通常の ISE インストール方法を使用して取得可能です。XilinxUpdate の
機能は ISE Design Suite 12 からなくなり、XilinxNotify という新機能になっています。  

PlanAhead の新機能 
次の PlanAhead の機能が新しく追加されています。  

• グラフィック ユーザー インターフェイス 

• Flow Navigator とビュー レイアウト 

• プロジェクト サマリ 

• スタティック タイミング解析  

• パーツ選択 

• RTL プロジェクト  

• CORE Generator の統合  

• 階層別のリソース概算  

• I/O ピン配置   

• ネットリスト プロジェクト  

• Project Navigator の統合  

• フロアプラン  

• ChipScope の統合  

• 階層デザイン機能  

• Tcl およびバッチ スクリプト  

• メッセージ  

• WebTalk  

• マニュアル  
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グラフィック ユーザー インターフェイス  

リリース 12 では、デザイン フローをよりわかりやすく、生産性を増加させるため、PlanAhead ソフトウェアのグラフ

ィック ユーザー インターフェイス (GUI) が変更されています。変更されたのは、ビュー レイアウトを含むダイナミ

ックな表示環境で、デザインやデバイス情報などが表示されるほか、主な機能やデザイン情報に対するパース

ペクティブがすぐに表示されるようになっています。変更された GUI は次のとおりです。 

• プッシュボタン フローのサポートを改善 

• 使用しやすいデザイン環境  

改善されたプッシュボタン フローのサポートには、アドバンス ユーザーの制御は含まれません。GUI レイア

ウトは、デバイス、プロセス ステータス、コマンド ライン入力およびデザイン プロセスの各段階におけるリソ

ース使用率を表示するビューを使用して、タスク別に表示されます。 

レイアウトとアイコンにより、よく使用されるタスクがわかりやすくなっており、インプリメンテーション フロー全

体を進めやすくなっています。  

『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 2 章「デザイン フロー」および第 4 章「表示環境」を参照してく

ださい。 

新規プロジェクト作成ウィザード 

新規フローは、New Project ウィザードから設定でき、次の 4 タイプのプロジェクトを作成できるようになっていま

す。 

作成できるプロジェクトのタイプは、次のとおりです。 

• RTL 

• ネットリスト 

• I/O ピン配置 

• ISE インプリメンテーション結果 

詳細については、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 3 章「プロジェクトの作成」を参照してください。

次のセクションでは、PlanAhead 12.1 で使用可能なプロジェクトのタイプについて簡単に説明しています。 

RTL 

PlanAhead 11 から導入された RTL プロジェクトでは、XST (Xilinx Synthesis Technology) が統合されていまし

た。PlanAhead 12.1 の RTL フローでは、さらにソースや制約ファイルの管理方法が改善されたほか、CORE 
Generator も統合されています。これにより、ザイリンクス IP レポジトリが PlanAhead で表示されるようになり、

PlanAhead の GUI からザイリンクス IP を生成およびカスタマイズできるようになりました。RTL プロジェクトを使用

すると、RTL からビットストリームの生成まで、プロジェクトを合成およびインプリメントできます。 

ネットリスト  

ネットリスト プロジェクトは最も一般的なタイプです。このプロジェクト タイプの場合、まず EDIF (Electronic 
Design Interchange Format) または NGC ネットリスト ファイル形式のゲート レベルの構造型ネットリストが読み込

まれます。ネットリスト プロジェクトを使用すると、合成後の段階からビットストリームまでデザインを解析およびイ

ンプリメントできます。このタイプは、フロアプラン、物理制約、デザイン保持のための階層デザインの概念、など

を使用したタイミング クロージャで利点があります。Synopsys™ 社の Symplify® および Mentor®  社の Precision 
などのサードパーティ ベンダーのツールで生成されるネットリストには、このプロジェクト タイプを使用してくださ

い。 
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ピン配置 

ピン配置プロジェクトは、PCB レイアウトの最適化や FPGA 内部のデザイン考慮事項などのため、I/O を早期に

割り当てる場合に使用されます。ピン配置プロジェクトの場合、通常デザイン ファイルや、CSV (カンマ区切り) の 
I/O データ、ハードウェア記述言語 (HDL) のヘッダ ファイルを最初に読み込む必要はありません。ピン割り当て

は、RTL 開発および合成後のネットリストを使用したデザイン クロージャなどのデザイン ライフ サイクルを通し

て、フローごとに簡単に変更できるようになっています。 

ISE インプリメンテーション結果 

ISE インプリメンテーション結果プロジェクトの場合、PlanAhead の外部でインプリメント、または Project Navigator 
プロジェクトのフレームワークでインプリメントされた ISE 結果をインポートして、素早くプロジェクトを作成できま

す。このプロジェクト タイプは、スクリプト記述のコマンド ラインで生成されたインプリメンテーション結果用です。

ISE の結果を素早くインポートし、PlanAhead のデザイン解析やデバッグ機能を使用できるのが利点です。 

Flow Navigator とビュー レイアウト 

PlanAhead 12.1 では、PlanAhead 環境の左側の Flow Navigator からデザイン フロー プロセスを管理できるよう

になっています。Flow Navigator では、コンフィギュレーション、合成およびインプリメンテーションの実行、ビット

ストリーム ファイルの生成、プログラミング ツールおよびデバッグ ツールの起動などが制御できます。デザインを

プロセスのさまざまな段階で開いて、デザイン解析、制約の定義、I/O ピンの配置を実行することもできます。

Flow Navigator には、次のオプションがあります。 

• Project Manager 

• RTL Design (RTL プロジェクトの場合にのみ表示)  

• Netlist Design  

• Implemented Design  

Project Manager  

プロジェクトを開くと、デフォルトで Project Manager 環境が開きます。 Project Manager では、ソースを管理した

り、IP をカスタマイズしたり、プロジェクト サマリにプロジェクトの詳細を表示したりできます。Project Manager はデ

ザインのコンパイルを実行しないので、メモリにデータは読み込まれません。解析コマンドを実行するには、デザ

インを開いておく必要があります。  

RTL Design  

RTL Design 環境を使用すると、ロジックの詳細確認、リソースおよび電力の概算、デザイン ルール チェック 
(DRC)、I/O 配置などを含むコンパイル済み RTL デザインの解析ができます。  

Netlist Design  

Netlist Design 環境では、インプリメンテーション前のデザイン解析、デバッグ コアの挿入、制約定義ができま

す。さまざまな制約セット、デバイス、インプリメンテーション オプションを確認できます。  

Implemented Design  

ネットリストおよびインプリメンテーション結果を run ディレクトリから直接読み込み、実行された run を表示できる

ようになりました。  
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PlanAhead 12.1 では、複数のデザインを同時に開くことができます。以前の PlanAhead バージョンでは、run 結
果がインメモリの現バージョンのネットリストと制約を使用してインポートされていました。  

Flow Navigator の詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 2 章「デザイン フロー」および第 4 章
「表示環境」を参照してください。 

プロジェクト サマリ 

プロジェクト  サマリ  ページには、デザインの現在の状態がまとめて表示されます。このページは、Project 
Manager でプロジェクトが開かれると、各ビューで使用できるようになります。プロジェクト サマリには、次の情報

が含まれます。 

• Project Settings Summary : 名前、デフォルト パーツ、デフォルト ファミリ、最上位モジュール、エンティ

ティ名が表示されます。 

• Design State Summary : 合成済みやインプリメント済み、エラーの数、コンパイル ログ レポートへのリン

ク、デザイン フローの次の段階に関する文などの情報が表示されます。 

• Compilation Settings : 現在の run に提供される合成およびインプリメンテーション ストラテジが表示され

ます。ストラテジは、デザインのコンパイルに使用される各ポイント ツールの設定をリストしたものです。 

• Resource Summary : デザインのリソース使用率、各インスタンスのヒストグラムのサマリが表示されます。

このサマリ ビューには、[Sources]、[Statistics]、[Pins]、[Children]、[Attributes]、[Connectivity] といった

タブがあります。 

• Timing Summary : スタティックなタイミング解析結果のステータスが表示されます。 

制約ファイルの処理 

PlanAhead 12.1 では、プロジェクト環境での制約処理機能を強化しています。ほかのファイル システムのディレ

クトリにあるユーザー制約ファイル (UCF) を参照し、これらのファイルを直接プロジェクトにコピーできます。この

ファイルは単純なテキストとして編集したり、インメモリで物理制約およびタイミング制約を修正したりできます。 

制約ファイルが複数ある場合は「ターゲット」ユーザー制約の概念が使用されます。 これは、複数の制約ファイ

ルがプロジェクトに追加される場合に PlanAhead で生成された制約が書き込まれるファイルです。 

RTL プロジェクトの UCF ファイルはユーザーが作成および管理し、合成段階で PlanAhead から XST にこれら

のファイルが渡されるようにします。制約ファイルの処理に関する詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 
(UG632) の第 7 章「ネットリスト解析と制約定義」を参照してください。 

スタティック タイミング解析 

PlanAhead 12.1 からは、SDC (Synopsys Design Constraints) に基づいた業界標準の制約インターフェイスを採

用しています。  

PlanAhead には、ISE Design Suite の TRCE エンジンとは異なる Static Timing Analysis (STA) エンジンが含ま

れます。以前のリリースでは、この機能は TimeAhead と呼ばれていました。これが STA の「Report Timing」にな

りました。  
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制約インプリメンテーションとタイミング レポートのインターフェイスは、PrimeTime STA の後に記述されます。

STA エンジンは現在も今後も使用されるインメモリ タイミング グラフで、インクリメンタル解析や仮定の解析がで

きるという利点があります。制約をツールに直接追加し、タイミングを即座にアップデートし、デザインをコンパイ

ルし直さなくてもカスタム レポートを要求できます。 

PlanAhead 12.1 では、SDC ツールの基本的なサポートが追加されていますが、STA エンジンは UCF 制約もこ

れまでどおりサポートします。SDC の機能については、この本書の「SDC の Tcl インフラストラクチャの採用」セク

ションを参照してください。 

PlanAhead ソフトウェアは、配線インフラストラクチャを直接記述しませんので、PlanAhead 12.1 の STA エンジン

はまだ概算、デバッグ、解析には最適なツールであり、廃止はされていません。セル遅延およびセットアップ/ホ
ールド タイムの制約カバレッジは TRACE と一致すべきですが、ネットの配線遅延が概算のため、スラック値が

完全には一致しません。 

次は STA の変更により変更された GUI です。 

• Report Timing 

• Slack Histogram 

これらの機能の詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 7 章「ネットリスト解析と制約定義」を参照し

てください。次のセクションでは、STA エンジンの変更点について簡単に説明します。 

Report Timing 

STA エンジンへの新しい GUI ダイアログ ボックスは、Flow Navigator のアイコンから起動できます。このダイアロ

グ ボックスは以前の TimeAhead インターフェイスに替わるもので、すべての制約に対して、または特定パスのみ

をデバッグするためにタイミング レポートを生成できます。このダイアログ ボックスには、STA エンジンのバッチ 
モード Tcl コマンド (report_timing コマンド) で使用可能なオプションが含まれます。  

テキスト ボックスに直接入力するか、別の関連ダイアログ ボックスを選択して、タイミング パスのスタートポイント、

エンドポイント、スルーポイントを検索します。これらの別のダイアログ ボックスには、ピン、ネット、セル、クロック 
オブジェクトのオブジェクト クエリ コマンドの GUI ビルダが提供されており、Tcl に相当する SDC コマンドが反映

されています。 

PlanAhead ではこのダイアログ ボックスに UCF モードを含めています。 これにより、ピン/ネット/ポートの検索が

可能になり、SDC エンジンから予測されない UCF 形式の動作が削減されます。 これは、SDC に詳しくない方、

UCF と TRCE の PCF タイミング クエリの違いや Project Navigator の Timing Analyzer に詳しくない方のための

モードです。 

Slack Histogram 

PlanAhead の STA では、デザインのエンドポイントすべてのスラックを画像で表示したヒストグラムが生成できま

す。この機能により、何個のエンドポイントがタイミング エラーになったか、どれくらいの差があるのかなどが視覚

化でき、タイミング スコア全体よりも役立ちます。STA エンジンはデザイン全体にタイミング解析を実行することで

スラック ヒストグラムを計算し、各エンドポイントごとにスラックを計算します。次に、STA エンジンはエンドポイント

を分類し、値の範囲を表す「バケツ」にそれらを入れ、エンドポイント スラックの分配を表示するスプレッドシート

のようなグラフを描画します。ヒストグラムのバーはそれぞれ選択でき、自動的にフィルタしたり、エンドポイント リ
ストのバーを表示できるので、さらに詳細な解析が実行可能です。 
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パーツ選択 

New Project ウィザードには、プロジェクトのターゲット パーツをより見やすく、フィルタおよび分類しやすくした新

しい GUI エレメントが含まれています。新規ドロップダウン ボックスを使用すると、次をフィルタして表示できま

す。  

• Product 

• Family 

• Sub-Family 

• Package 

• Speed Grade 

• Temperature Grade 

複合パーツ名の文字列ベースの検索も使用できます。 

[Part Selection] ダイアログ ボックスには、I/O ポート、ブロック RAM、ロジック セル、DSP、高速トランシーバとい

った各デバイスで使用可能な物理リソースが表でリストされます。 

パーツ選択に関する詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 6 章「デザインの合成」を参照してく

ださい。 

RTL プロジェクト 

PlanAhead 12.1 では、これまでと同様、主な RTL デザイン入力およびプロジェクト管理のツールとして Project 
Navigator が提供されています。これは、Platform Studio および DSP ツールだけでなく、ISE Simulator や  
Cadence、Mentor Graphics、Synopsis 社などのサードパーティ シミュレータなどのシミュレーション エンジンが統

合されているためです。  

ザイリンクス ツールは、将来 PlanAhead ツールを基盤にまとめられる予定になっていますが、PlanAhead 機能の

拡張や新機能はそれまでにも追加されます。リリース 12 で導入された RTL 開発機能は、この統合に向けての

ステップです。 

このリリースでは、フロアプラン、デザイン解析、I/O ピン配置の統合を改善したほか、RTL および制約をより管理

しやすくしています。 

CORE Generator の統合 

CORE Generator ツールは PlanAhead 12.1 の RTL プロジェクトに統合されています。ISE Design Suite から確認

できた使用可能な IP のカタログは、PlanAhead 環境からも確認できるようになっています。Project Navigator や
スタンドアロンの CORE Generator で実行していたのと同じように、PlanAhead でも IP を直接、検索、カスタマイ

ズ、生成できるようになりました。CORE Generator の統合に関する詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 
(UG632) の第 5 章「RTL および IP デザイン」を参照してください。 

PlanAhead では、CORE Generator のカスタマイズ GUI を使用して PlanAhead 以外のツールでコンフィギュレー

ションされたコアをインポートして IP コアをコンフィギュレーションできます。また、Project Navigator およびスタン

ドアロンの CORE Generator ソフトウェアとの統合以外にも、次のような利点があります。  
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PlanAhead 環境に新しく統合された機能は、次のとおりです。 

• 合成済み NGC の IP コア生成を遅らせることで、デザイン作成時間を削減 

• IP カタログを使用する際の検索および参照機能を強化  

• 電力概算  

次のセクションでは、これらの統合機能について簡単に説明します。 

IP 生成の遅延機能 

IP コアの中には遅延生成のできるものがあり、プロジェクト レベルの合成が実行されるまで XST による実際のコ

アの生成を遅らせることができます。スタンドアロンの CORE Generator および Project Navigator では、コアが生

成されると、カスタマイズや生成処理を中止できず、コアやインスタンシエーション テンプレートおよびラッパを生

成したり、関連するデータシートを取得するのにかなりの時間がかかることがあります。この機能は、それを改善

する目的で追加されています。 

検索および参照機能の拡張 

PlanAhead ソフトウェア環境で、IP カタログの検索オプションを使用できます。カタログのどの部分でも検索でき

るほか、高度なフィルタ機能も使用できます。また、IP カタログを Excel スプレッドシートにエクスポートすることも

できます。 

電力概算 

PlanAhead では、RTL レベルのリソース概算に基づいて、エラボレーション後の RTL ネットリストの消費電力を

概算できます。 

階層別のリソース概算  

PlanAhead リリース 12 では、ROOT ディレクトリの下の階層からもリソース概算ができるようになっています。 階層

ツリーのどのインスタンスでも、選択してリソース概算を取得できます。 

I/O ピン配置  

PlanAhead 12 では、次のピン配置機能が拡張されています。 

• UCF モードのコンフィギュレーションおよびマルチファンクション ピンの制御 

• Spartan-6 の I/O パーツのサポート 

• CSV ファイルのインポート/エクスポート  

• DRC ルールの変更 

• [Show Top]/[Bottom View] ボタン 

これらの機能の詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 8 章「I/O ピンの配置」を参照してくださ

い。 

次のセクションでは、I/O ピンの配置の改善点について説明します。 
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コンフィギュレーション ピンおよびマルチファンクション ピン 

PlanAhead では、異なるデバイスおよびコンフィギュレーション モードを設定および制御できます。また、マルチ

ファンクション ピンを視覚化することもできます。 

Spartan-6 の I/O パーツの互換性 

PlanAhead で、Spartan-6 デバイスの互換性のあるパーツを複数定義できるようになりました。これまでは、ピン配

置プロジェクトに対して複数パーツをコンフィギュレーションすることはできましたが、まとめられていない I/O を割

り当てることはできませんでした。 

CSV ファイルのインポート/エクスポート 

I/O 割り当ての CSV 形式のインポートおよびエクスポートは、ISE Design Suite ツールからエクスポートされたパ

ッド CSV ファイルとさらに連動するようになっています。このバージョンでは、デバイス デフォルトから変更がなく

ても、割り当てられた I/O 規格すべてをエクスポートできるようになりました。  

DRC 規則 

次は、DRC およびデジタル制御インピーダンス (DCI) の規則で変更された点です。 

• 新規 DRC チェックの BIIVRC でバンクの I/O 規格とバンクの INTERNAL_VREF 制約間の競合がチ

ェックされるようになりました。バンクの規格には、バンクの INTERNAL_VREF 制約で指定される 
VREF 電圧と異なる VREF 電圧は要求できません。この DRC の結果、メッセージが表示されます。  

• 新規 DCI チェックの DCICIOSTD で、I/O の VCCO と DCI 終端に関連する競合がないかどうかがチェ

ックされるようになりました。 この DCI の結果、メッセージが表示されます。  

• BIVRU DRC がエラーから警告に変更されました。  

• CRPS DRC は、サポートされないデバイスにのみ適用されていたので、廃止されました。  

[Show Top/Bottom View] ボタン  

I/O Planner でピン割り当ての上部と下部の表示を切り替えるアイコンができました。  

ネットリスト プロジェクト 

PlanAhead リリース 12.1 ネットリスト プロジェクトでは、次が変更されています。 

• NGC の代わりに EDIF 

• ネットリスト制約ファイル (NCF) の制約サポート 

これらの機能の詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 7 章「ネットリスト解析と制約定義」を参照し

てください。次のセクションでは、PlanAhead 12 でのネットリストの変更点について簡単に説明しています。 

NGC の代わりに EDIF 

PlanAhead 12.1 では、EDIF が NGC の代わりに使われています。以前は、PlanAhead では NGC ファイルが変

更されず、ISE Design Suite インプリメンテーション フローに渡されていました。この変更により、PlanAhead でコ

ア内のネットへの ChipScope デバッガのプローブ挿入といったフローをサポートするために、ネットリストを変更で

きるようになり、パーティションやデザイン保持フローのサポートが強化されています。 
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NCF 制約のサポート 

PlanAhead 12.1 では、RTL およびネットリスト プロジェクトの場合に [Sources] タブで NCF 制約ファイルがサポ

ートされるようになりました。これらのファイルは、NGDBuild で自動的に認識されます。  

ファイルはユーザーがプロジェクトに追加する必要があります。New Project ウィザードではその NCF ファイルが

自動的に認識され、PlanAhead で自動的に処理されます。NCF ファイルがプロジェクトに含まれない場合、

PlanAhead は ISE フローの NGDBuild にファイルを渡しません。ツールではユーザーが指定しない限り、ファイ

ルは認識されません。 

Project Navigator の統合 

デザイン入力には、これまで通り Project Navigator が主なツールとして使用されます。Project Navigator からは、

次の 4 つのプロセスで PlanAhead が起動されます。 

• I/O ピンの配置  

• 合成前および合成後 

• フロアプラン 

• インプリメンテーション後のデザイン解析 

リリース 12 では、これらのプロセスの GUI レイアウトが変更されています。NCF ファイルの自動認識に関する詳

細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 15 章「Project Navigator からの PlanAhead の使用」を参照し

てください。 

ブロック レベルの制約の場合、Project Navigator から PlanAhead へ NCF 制約ファイルが渡されるようになりまし

た。Project Navigator では NCF ファイルが直接管理されません。これらのファイルには、クリティカルなタイミング

やフロアプラン制約が含まれます。リリース 12 以前は Project Navigator から PlanAhead へ渡されていませんで

した。 

今回のリリースの Project Navigator および ISE コマンドライン ポイント ツール環境では、NCF ファイルが NGC 
ファイルと同じディレクトリにあり、ベース名がまったく同じであれば、自動的に認識されます。  

これらのファイルは PlanAhead プロジェクトに追加され、それぞれのブロック レベルに適用されます。プロジェクト

からファイルを削除しておけば、自動的に認識されなくなります。  

フロアプラン 

リリース 12 以前は、UCF ファイルを示すのに「フロアプラン」という用語が使用され、異なるフロアプランを使用す

ることで、さまざまな物理制約や実行パターンを試すことができました。この概念は、RTL 開発環境が導入され

たことにより変更されています。Pblock や AREA_GROUP 制約、LOC 制約、BEL 制約の作成といった基本的

な機能はそのままですが、「フロアプラン」という用語が「デザイン」に置き換えられています。フロアプランに関す

るよくある実行コマンドなどは、これまで通りに適用されます。 

「デザイン」は、合成済みネットリスト、制約ファイルのセット、ターゲット デバイスの独自の組み合わせとして定義

されます。   

ほとんどの場合、制約セットは 1 つで十分なので、PlanAhead ではデフォルトの制約セットが 1 つ作成されて、自

動的に管理されます。ただし、合成およびインプリメンテーション用に複数の run を作成するアドバンス ユーザ

ーの場合は、[Create Multiple Runs] ダイアログ ボックスで 1 つのデザインに対して複数の run を実行できます。 
以前のリリースでは、異なるフロアプランに対して同じ run を実行していました。 
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[File] メニューには [Save design as] が新しく加わり、各ピン プランには [Open design] コマンドが加わり、作業

中のデザインを開いたり、特定の合成結果、制約セット、別のターゲット デバイスなどを使用して 1 つのデザイン

を作成したりできるようになりました。 

フロアプランに関する詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 11 章「デザインのフロアプラン」を参

照してください。 

ChipScope の統合 

リリース 12 での ChipScope デバッグ コアの挿入に関する変更点は次のとおりです。 

• NGC コア ネットリストへのポートの挿入 

• CDC ファイルの統合 

• BitGen の統合 

• FPGA Editor の統合 

• iMPACT の統合 

次のセクションでは、これらの変更について説明します。ChipScope の統合に関する詳細は、『PlanAhead ユー

ザー ガイド』 (UG632) の第 12 章「デザインのプログラムとデバッグ」を参照してください。 

NGC コア ネットリストへのポートの挿入 

PlanAhead 12.1 リリースでは、2 進数の NGC ネットリストが EDIF バージョンに置き換わっています。NGC コアに

は ChipScope のデバッグ ロジックやポートを挿入できます。 

CDC ファイルの統合 

PlanAhead では、[File] メニューから ChipScope Definition Core (CDC) ファイルをインポートできます。これによ

り、以前は PlanAhead 環境以外で実行されていた ChipScope のデバッグ挿入が可能になりました。 

BitGen の統合 

BitGen にはインプリメンテーション後の [Program and Debug] ビューで Flow Navigator からアクセスできます。  

FPGA Editor の統合 

PlanAhead は、インプリメント済みのデザインの run に対して FPGA Editor を起動できます。FPGA Editor には

配線済みの NCD (Native Circuit Description) および PCF データベースが読み込まれます。 

iMPACT の統合 

PlanAhead から iMPACT を起動し、デバイスにビット ファイルをプログラムできるようになりました。 iMPACT は 
BitGen を実行後に起動され、PlanAhead からはインプリメンテーションで生成されたビット ファイルが渡されま

す。PlanAhead から iMPACT を起動する方法については、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 12 章
「デザインのプログラムとデバッグ」を参照してください。 
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階層デザイン機能 

PlanAhead 12 には、階層デザイン手法の一部である次の 2 つの機能が提供されています。 

• パーティションを使用したデザイン保持 

• パーシャル リコンフィギュレーション 

詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 13 章「階層デザイン手法の使用」を参照してください。 

次のセクションでは、PlanAhead での階層デザインのインプリメンテーションについて簡単に説明しています。 

パーティションを使用したデザイン保持 

デザイン保持フローは、PlanAhead と ISE コマンドライン ツールから使用可能になり、Project Navigator ではサ

ポートされなくなりました。デザイン保持フローを使用すると、デザインの重要部分をインプリメントした後、それら

を保持して、デザインの別の部分に繰り返し使用できるので、クリティカル ロジックを削減できます。  

パーシャル リコンフィギュレーション 

パーシャル リコンフィギュレーション フローのライセンスは別になっており、PlanAhead から入手できます。パーシ

ャル リコンフィギュレーションのマニュアルについては、http://japan.xilinx.com/tools/partial-reconfiguration を参

照してください。 

ライセンスは、ザイリンクス Web サイト http://japan.xilinx.com/getproduct から入手できます。 

Tcl およびバッチ スクリプト 

Tcl は PlanAhead および多くの EDA (Electronic Design Automation) ツールでサポートされるスクリプト言語で、

ツール フローおよび制御の業界標準です。 

Tcl を使用すると、デザイン データベースをダイナミックに検索要求を出すことができ、デザインの問題を検出

し、ツール動作をカスタマイズするためのデバッグ機能が提供されます。Tcl により、デザインのコンパイルを自

動化できます。 Tcl コマンドは制約およびフロー手法と密接に関係しています。 

Tcl とバッチ スクリプトの変更点は、次のとおりです。 

• Synopsys Design Constraint の Tcl インフラストラクチャの採用 

• Tcl スクリプトの下位互換性 

• Tcl バージョン 8.5 へのアップデート 

• SDC コア コマンドのサポート 

詳細については、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の第 14 章「Tcl およびバッチ スクリプト」を参照してく

ださい。次のセクションでは、Tcl の変更点について説明します。 

Synopsys Design Constraint の Tcl インフラストラクチャの採用 

PlanAhead の Tcl インフラストラクチャは、12.1 リリースからタイミング制約の Synopsys Design Constraints (SDC) 
フォーマットに長期計画で移行し始めています。   

SDC は Tcl を基にした業界標準のフォーマットで、PlanAhead 12 の Tcl 機能はこの移行の最初のステップにな

ります。SDC はタイミング制約をカバーします。これはクリティカルなクエリであり、デバッグ ツールです。  

合成、配置、配線フローのすべての部分はタイミング制約と密接に統合されています。このため、Tcl コマンドが 
SDC を基礎に記述されるように、Tcl コマンドのインフラストラクチャが変更されています。 
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Tcl スクリプトの下位互換性 

PlanAhead 12.1 では、古い Tcl コマンドを新しい構文にマップする廃止レイヤをインプリメントしています。この変

更に気付く方はほとんどいないはずですが、カスタム インプリメントされたスクリプトがある場合は、影響を受ける

ことがあります。 

Tcl バージョンのアップデート  

PlanAhead 12.1 リリースでは、オープン ソース コミュニティからの最新の Tcl インタープリタのバージョンである 
v8.5 を使用しています。これにより、Tcl インフラストラクチャから最新の機能にアクセスができるようになっていま

す。  

SDC サポート 

PlanAhead 12 から導入された SDC は検索およびクエリ用の get_cells、get_pins、get_nets、およびその他の 
get_* などのコマンドに限られています。 

メッセージ 

PlanAhead 12.1 の情報、警告、エラー メッセージは改善され、一番下の [Console] ビューまとめられるようになり

ました。 このビューは、メッセージの内容が表示されるたびに、アクティブになります。以前のリリースでは、これら

の情報はまとめられておらず、メッセージ用のタブは存在しませんでした。[Console] ビューには、次のタブが含

まれます。 

• [Tcl Console] タブ  

• [Compilation Log] タブ  

• [Elaboration Messages] タブ  

• [Compilation Messages] タブ  

• [Reports] タブ  

次のセクションでは、[Console] ビューに表示されるメッセージについて簡単に説明しています。 

[Tcl Console] タブ 

[Tcl Console] タブには、GUI から直接または間接に実行したかどうかは関係なく、セッション中に実行された Tcl 
コマンドの履歴が含まれます。このほかにも、コマンドの実行中に生成された情報、警告およびエラー メッセー

ジも表示されます。スクロールバーの右側には、エラー メッセージが赤、警告メッセージが黄色のアイコンで表

示されます。Tcl コマンドを即座に実行する場合は テキスト ボックスに直接入力することもできます。 

[Compilation Log] タブ 

[Compilation Log] タブには、XST、NGDBuild、MAP、PAR、TRACE などの ISE ツールからキャプチャされた

出力が含まれ、別のスレッドでツールを実行するとリアルタイムで表示されます。ログ ファイルのメッセージは、ツ

ールから生成された順番に表示されます。 

[Elaboration Messages] タブ 

PlanAhead は RTL エラボレーションが終了すると [Elaboration Results] タブを起動し、違反があればそれがハイ

ライトされ、その行をダブルクリックすると RTL Editor が開きます。メッセージは、展開したり、フィルタしたり、非

表示にしたりできます。 
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[Compilation Messages] タブ 

[Compilation Messages] タブには、CORE Generator、XST、NGDBuild、MAP、PAR、TRCE などのツールで生

成された XML ベースのメッセージが含まれます。これらのメッセージは、タイプ別に表でまとめられます。表示さ

れる順序は、発生順通りではありません。ここでは、メッセージを展開、参照、表示でき、発生数を確認できま

す。メッセージ インフラストラクチャは Project Navigator と同じです。 

[Reports] タブ 

[Reports] タブには、XST、NGDBuild、MAP、PAR、TRCE の ISE ポイント ツール (stdout/stderr のキャプチャ出

力ではない) で生成された標準のレポート ファイルが含まれます。 

メッセージに関する詳細は、『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632) の「メッセージの表示エリア」の章を参照し

てください。 

WebTalk 

WebTalk という新機能が含まれ、PlanAhead の一部の機能を使用するとザイリンクスにそれがレポートされるよう

になりました。マーケティングはこのデータを使用して、ツール フローの方向性や優先順位についてアドバイス

できます。この情報はデザインの使用統計や一般的な情報などで、知的所有権を漏らす危険性はありません。

情報は HTML でザイリンクスに送信されます。 ユーザーはこれらのレポートをクエリ検索して送信された情報の

公開性について調べることができます。詳細は、『ISE Design Suite 12 : インストール、ライセンス、リリース ノート』

の WebTalk のセクションを参照してください。 

マニュアル  

最新の情報を提供するため、およびインストール イメージを削減してダウンロード速度を速めるため、PlanAhead 
のマニュアルは今回から DVD イメージに含まれなくなっています。インストール イメージには、これらのマニュア

ルへのリンクのみを含む一時ファイルが含まれ、ザイリンクス Web サイトからマニュアルをインストールする方法

が示されています。   

これらの一時ファイルは、次のマニュアルへリンクされています。  

• 『PlanAhead ユーザー ガイド』 (UG632)  

次のマニュアルは、ザイリンクス Web サイトから入手できます。  

• 『フロアプラン手法ガイド』 (UG633) – 以前は『PlanAhead 手法ガイド』でしたが、フロアプラン特有の情

報を含めるようになりました。  

• 『階層デザイン手法ガイド』 (UG748) – 階層デザインを使用した手法について説明しています。 

チュートリアル 

PlanAhead には、使用方法などを学ぶための、トレーニング ツールとして複数のチュートリアル デザインが含ま

れています。チュートリアル デザインは、最新の Virtex®-6 ベースのデバイスと WebPACK のデバイスをサポー

トするデザインが含まれ、すべてのザイリンクス ソフトウェア バージョンに適用できます。  

トレーニング デザインを使用するチュートリアルは、次のザイリンクス Web サイトから入手できます。  

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_1/planahead12-1_tutorials.htm  

• PlanAhead チュートリアル : クイック フロー概要 (UG673)  

• PlanAhead チュートリアル : RTL デザインと CORE Generator を使用した IP の生成 (UG675)  
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• PlanAhead チュートリアル : I/O ピンの配置 (UG674)  

• PlanAhead チュートリアル : ChipScope を使用したデバッグ (UG677)  

• PlanAhead チュートリアル : 予測可能な結果に対する保存デザインの利用 (UG747)  

• PlanAhead チュートリアル : デザイン解析およびフロアプラン (UG676)  

パーシャル リコンフィギュレーションに関するマニュアル 

次のマニュアルは、ザイリンクス Web サイトから入手できます。  

http://japan.xilinx.com/tools/partial-reconfiguration 

• 『パーシャル リコンフィギュレーション ユーザー ガイド』 (UG702) 

• 『パーシャル リコンフィギュレーション フローの概要』 (UG743)  

• 『プロセッサ ペリフェラルを使用したパーシャル リコンフィギュレーション』 (UG744)  

ライセンスは、次のザイリンクス Web サイトから入手できます。  

http://japan.xilinx.com/getproduct 

既知の問題 
既知の問題は、次のアンサーにまとめられています。 

http://japan.xilinx.com/support/answers/34799.htm  


